
























































































































































清国ノ隷属ニアラサル」根拠として 16 か条あげており、その論は「万国公法」に照らしたもの 4































































































































































































































































































（18）桂島宣弘『自他認識の思想史』（有志舎、2008 年）特に第 1 章、第 2 章




























に対して 2 つの興味深い点を我々に示している。1 点目は、「民の始点」が存在していること。2 点目
は、単純に資料の焼き直しでまとめたわけではなく、継続的に知識を更新した上で執筆しているという
ことである。つまり、「国益」によるモノへの評価というものも存在しているが、それだけが河原田の
判断基準ではなかったといえる。
